
GS610
SOURCE MEASURE UNIT

��できる�� GS610

GS610は、 の�です。����

����W32-GS610SOL/SOL2

��

◆

◆

◆

◆

Excel I-V�の����から��に����の ��の��が��になります。

��された�! �"#は%&に シートに*+され、 カーブが2かれ、「 」/ Excel I-V JIS C-8913

;<=> のパラメータがDFHにKLされ シートに*+されます。( ) Excel

�!�"OPQだけをWXした��なZ�システムで、_`aな ��ができます。I-V

��`aは、��Qメーカdfによりhiされます。

さらに、 でマルチメータをnopqすれば、stuaや>aの��も��になります。GP-IB

マルチメータはua��X1{、>a��X4{までのnoができます。

}~��で、����の�q��が��です。������と����を��して����

を�います。����は��に にh�されます。 の��Excel-Book (W32-GS610SOL2 )

����

GPIB-USB��Q
��( )

�"

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

stua��

GP-IB

>aZ

ua��Xマルチメータ

>a��Xマルチメータ

アナログL+

４¤¥pq

または、２¤¥pq
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���な�	
�I-V���

§¨

§©

ソーラーシュミレータ

(FF)⑥°±²¥

(Rs)/⑦¶·¸¹ ¸¹º

(Rsh)/⑧½·¸¹ ¸¹º

�!¾��" �"¿a(Iv)/

(Vi)⑩�"¾��!

( )⑪��Äº η

(W)⑫*ÇÈエネルギー

⑬stua

①ÎÏ�" ÎÏ�"¿a(Isc)/ (Jsc)

(Voc)②�Ñ�!

(Wm)/③ÔÕL+ ÔÕL+¿a

(Vm)④ÔÕL+F��!

⑤ÔÕL+F��" �"¿a(Im)/

����

Øいステップ Ûいステップ

Ü 「 」だけのÝ�です。) W32-GS610SOL2

�!(V)

�"(A)

ÎÏ�"(Isc)

�Ñ�!(Voc)

ÔÕL+(Wm)

ラグランジェ2âãäå

によりKLされます。

ÔÕL+

F��!(Vm)

ÔÕL+

F��"(Im)

¶·¸¹(Rs)

½·¸¹
(Rsh)

W32-GS610SOL-R

W32-GS610SOL-N

W32-GS610SOL2-R

W32-GS610SOL2-N

çè GP-IBボード ëì F�íî

350,000�

Winindows
7/8.1/10/11
(64bit )ö÷ø
Excel2010
2013/16/19
2021
(32bit Only)ö

����の
����と
���q��

����の
����

���にステップ���えが���	
� �と !されるパラメータI-V

úû

ラトックシステム

NI

Ü ボードはýþしていません。)GPIB



２����／４����の��を�います。

�����  。が "されます

��のGP-IBアドレスを)�します。

もし,.なら、���に45な78を9:します。

「 / 」を に)�します。AUTO V I ON

>:ゼロでのインピーダンスを)�します。

Excel ZERO>:のKLのボーズWは>:XYを、 XYに

したいKLにチェックをつけます。

XYのインピーダンスの のbdはfghの「>:ZERO LO/HI

XY」の)�で�います。ZERO

����
����の�

Ô�は、このボタンで、WXするÝQの�åと、
そのGP-IBアドレスを	�してください。

まず.2に、「��8の:;」と「GP-IBアドレス」をA�してください。

����パラメータZK��

�! �"/�+#/

の�スイープデータ

GS610を��するためのmnopを)�します。

「�8のK�」ボタン

この��から、KLする

パラメータを��します。

ソーラーシュミレータをWX

する��に��します。

>aZをWXして*ÇÈ

エネルギーをZKする��

に��します。

*ÇÈエネルギーを¶p

キー*+する��に��

します。

����の����の

�り�し��を��します。

����を�り�す��、

�����と�����、

�び、

��の���ä�を��

します。

�"¿a�Kでの��

も��できます。
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qrスイープ/qtスイープを�り�えます。

スイープスタートqr/qtを9:します。

スイープストップqr/qtを9:します。

LOGスイープのKLスタートとストップの{|の

}~は�じにしてください。

LINスイープの�、ステップqr/qtを9:し

LOGスイープの�、��ステップ�を9:しま

す。��65,000までのステップ�の9:が��

ですが、��とデータ��に��を.しますから

あまり�くのデータの�り�みはお�めできません。

スイープデータを100ステップ�をパソコンに�り

�むのに.する��は、�１５¢です。

��する��の��が "されます。£¤¥の�

¦はGP-IBアドレスを わします。����とGP-IB

アドレスの)�は、「��の)�」ボタンで�います。

リニア/ログのスイープを�り�えます。

����の
�では、リニアスイープだけ

が��です。

スイープスタート／ストップ¦の9:の«¬を

)�します。

スイープを®します。

qr>:する�は、¯°qtを9:しqt>:

する�は、¯°qrを9:します。 ±²のKL

は、¯°¦ OFFに)�されます。は

qr／qtの´ステップでの>:µ¶��

を9:します。 パルス>:のKLは、パル

ス¸¹に�り�わります。

0.002～9999¢の¾¿で9:できますが、

À���、��ÁÂ��、パルスÃにより

ÅÆのµ¶��はÇÈをÉけます。

チェックをÊけると>:はオートレンジになり

チェックをÍすと、>:¾¿をカバーする�Ð

なレンジにÑ�されます。

ÒÓなÔÕがÖい°りオートレンジでのスイープ

��はお�めできません。スイープWにレンジ×

ØがÙÚし��がÛÜされるKLがあります。

>:ÝÞ�、��の>:をOFFにして>:を

ßÞします。 チ ェックをÊけないと、ßÞ�、

>:は�àの>:¦でONをµ¶します。

チェックをÊけると、>:がパルス>:になり

ます。 á âが "されますから、パルスの�

�Ã を9:してください。とベース¦

パルス>:にチェックをÊけると、「µ¶��」

がパルス¸¹に�り�わります。

��をäうパルス>:では、�æパルスÃは、

. です。0 95ms

��のÀ���を)�します。

ここでの9:¦が����のêさをë�し、

9:��なµ¶��(パルスÃ)にÇÈを

îえます。

��するレンジをÒ�のレンジにÑ�す

るKLにチェックをÊけます。

オートゼロをONにします。

>:¦)�à、��®までのÁÂ��を9:

します。

��するopをbdします。bdをすると��に、

その��¦をExcelへ9:する�の«¬をñ�し

ます。

òóqôの��では、「qr>:」で「qt��」、

「qt>:」で「qr��」だけが��です。

スイープõöをÝÞし、��データをExcelシート

に�り�んだà、4õøにöâを�います。

のghで、そのöâùúを9:します。MAX,ý

MINの²が±²のKL、オートスケールでöâが

�われます。

��のスイープÝ�をWXした��

この「スイープ」タブが��されている�に「ＳＴＡ

ＲＴ」をクリックすると、	�した!"に#ずき、Ý

Qの	�%、スイープを��します。

スイープ&�%、その��をExcel�に'(みます。

'(データは、*+のカーソル,-から;./

に/かって*+されます。

スイープßÞ�の>:¦のXYをbdします。

スイープ��をÿ�で��します。

ヒステリシスの��に��します。

「スタート」から「ストップ」までスイープしたà、�àの

qr¦で���	し、データをパソコンに��みます。

この�、スイープデータ�に
じだデータ����だ

けスイープが�	します。データの��をßÞすると、

「ストップ」から「スタート」に�かってスイープをを

します。

òóqôの��では、ÿ�スイープはできません。

�	
�のI-V�のOQ

Ü ����の��では、���"の1�が2345して シートに*+されます。) Excel

����の ��を�う��はI-V
ここのチェックをýけます。
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KLするパラメータにチェックを
ýけます。

ここに9:したqr¦に�
したqt¦を

�>します。

ここに9:したqt¦に�
したqr¦を

�>します。

É��hÀの9:«¬を「 」、「 」でcm2 m2

�り�えます。qt����は、この«¬

を��します。

ソーラシュミレータの>:を9:します。

ソーラシュミレータ>:の9:«¬を

「mW/cm2」、「W/m2」で�り�えます。

GP-IBで��した���を��して

9:エネルギーを�>するKLにb

dします。

���の��«¬「Lux」を「mW/cm2」

に×�する��を9:します。

���のn�ùúを)�します。

à を!�ください。

9"エネルギーを#�キー9:しま

す。この¦は、そのまま、×�%&��

の�'になります。

GP-IBで��した(��で(���を

�うKLにチェックをÊけます。

à を!�ください。

��の)Ê�*を��データにÊ+します。

��データの9:,�を�り�えます。

-ページ9:/を!�ください。

��してデータを9:à、Excel0のカーソル

をどこへ2õするかをbdします。

13の��で、435り6し��を�うの

ñ�をします。

スイープとスイープの�Lいの��を9:

します。

7)7)の8���を�うKLにチェック

をつけます。 だけの��(W32-R6244SOL2 )

��を�う)Êを9:します。

��を�う��;をñ�します。

��と��の���<を9:します。

スイープ®から-のスイープ®までの

���<です。

7)の��データの9:された のµBook

=>フォルダを9:します。

Book7の>AにÊけるヘッダを9:します。

データのCÓに��します。

��W、�¹øに をバックアップµ=Book

するKLにチェックをÊけます。

「Åqtで�>」と「qt��で�>」のbdを�います。

「Åqtで�>は、ÅÆに��したqr(V)、qt(mA)、q:(mW)をExcelに9:し、

「qt��で�>」は、qt��(mA/cm2)、q:��(mW/cm2)で9:されます。(-ページ!�)
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78の��データの*+�

「��#を;./へ*+」にチェックを
つけた��の*+�

「òóqôの��」にチェックをÊけないで��したKLは

このような��DEが "されます。

(qt¦が{|F)

「;�"でKL」と
「�"¿aでKL」
の����の�
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(���にチェックをつけたKLの

(��の)�gh

G は、11ページp「Í����」のo

を!�ください。

「T�」にチェックをつけた\] 「^�_��」を`aし「bc��8」のK�をdう\]

���は、��4H(2,3,4,5)まで����です。I�Hの���をñ�したKL、

その���の��¦をJKLMNして��¦として��されます。

G は、11ページp「Í����」のoを!�ください。

��される ブックの��Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

fgのhi��をdう\]

「7)、56し��を�う」にチェックをつけたKL。

1.スタートすると、áOの 7で、PQかれている の78が×Øされたà、ñ�された�*までRちXYになります。Book Book

2.ñ��*になると、4õøに��が®されます。��データは、 シートのá,�に9:されて�きます。Excel

3.ñ�されたßÞ�*になると または、 シートの�á�にTUする と、その)の��を4õøにßÞし、 をµ=しVじます。( Excel ) Book

4. をVじたà、#ちにXしい を4õøにöYし、-の)の��®までR�します。Book Book

5.このように、「 」から「4」を56し、ßÞ)ÊのßÞ�*になるとZ��をßÞします。2

※��の\]について

1.�^に(���を�います。

2.-に���の��を�います。

3.�àに ��を�います。I-V

��したqr¦をルックスの«¬に×�する��を

9:します。

Lux = ( ��qr - B ) * A
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I-V��の��jkをl�で�り�えて��するOQ
Ü 「 」だけのÝ�です。) W32-GS610SOL2

I-V��の��スイープ<に、��ä=を><で?り�えて��するためには、「リスト」タブを�き、「����の��」に

チェックをýけます。

Øいステップ Ûいステップ

qrÙÚ/qtÙÚをbdします。

ÙÚ¦の«¬を)�します。

��を にします。ON

��¦を へ9:する«¬をbdします。Excel

①スイープ®¦を9:します。

②���<を�り�えるKdをñ�します。

③スイープ�	¦を9:します。

① ② ③
④ ⑤

④スイープ�^の���<を9:します。

⑤スイープhWで���<を��えàの、���<を9:します。

このボタンをクリックすると、「>:ùú」i¥に9:した¦からスイープ>:リストを

öYし、ソースメータ¥�のカスタムスイープmnにpqします。

{rにpqをÝÞすると、ボタンがstになります。

��®8に、このボタンをクリックしてください。

もし、このボタンをクリックしないで��を®すると、��®8に、>:リストが

4õøにpqされ、そのà、��が®されます。

:

:78のスイープによる

����I-V

リストスイープをWXした

����I-V
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Excelデータのリアルタイム!{と��

「Excel」タブを��した%、「START」ボタンでL+�び��を��します。

L +する�!または�"#を、BCにExcelシートに*+しておくEFがあります。また、「 ,-」ボタンで、ÝQがL+するExcelシート�Excel

のデータ,-HIを��してください。

� <	�をした%、「START」ボタンをクリックすると��,-からJâ;./にデータがL+され、その����が*+のカーソル,-に*

+されます。「 ,-」ボタン=>Excel

!{ シートへの�{�データのExcel

この¬wにカーソルをwいて「 ¬w」ボタンをクリックすると>:データの¬wExcel

がxyされ、ここからáに�かってデータが>:されます。

¬wは シート0のz{の¬wです。Excel

もし、「µ¶��を から」にチェックをÊけたKLは、>:データのすぐýの}Excel

に´ステップのµ¶��を9:します。このµ¶��でhWに±²があるKLは、

�àに~%な9:の��が��されます。

V-I��の�����

�じ>:¦を56し>:するKLは、

>:¦のàろに�£¤で¿んで>:する

56し3�をñ�します。

�じ!{�を��し!{する\]

��¦が9:された/

öâの/

�じ>:¦で5り6し��を�うためには、 シートのセルに「>:¦(��3�)」として9:し、そのセル¬wを>:¬wにñ�します。´��はExcel

「µ¶��」で9:した��7に��を5り6します。

/えば、 の��>:で、 3の5り6し��を�うKL、「 ( )」と9:します。 のバージョンによっては、0Oの9:,�で が9:エラー5V 100 5 100 Excel Excel

をÙÚするKLがあります。そのKLは、>Aに「アポストロフィー」(シングルコーテーション)を9:し、そのàろに「 ( )」を9:してください。5 100

/ 「' ( )」5 100
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PQの>:と��をÝÞà、���	します。 「ＰＡＵＳＥ」を�
したまま、「ＳＴＡＲＴ」を�すと、ステップõöになります。
�^に「PAUSE」を�したàに「ＳＴＡＲＴ」を�しても、ステップ
õöになります。 「 PAUSE」を��すると、8�>:モードに�
します。 「 Excel」タブがbdされたときのみ、~%です。

>:をW�します。

ghを�æ "に�り�えます。

qr>:する�は、¯°qtを9:し

qt>:する�は、¯°qrを9:し

ます。 ±²のKLは、¯°¦ MNは

OFFに)�されます。

この²をダブルクリックすると、0�¯°

¦とá�¯°¦をÓ々の¦に)�でき

ます。(áâ)

��する��の��が "されます。

£¤¥の�¦はGP-IBアドレスを わ

します。����とGP-IBアドレスの)

�は、「��の)�」ボタンで�います。

Excel0のデータをqrとして>:するか、

qtとして>:するかを)�します。

/また、「qr qt」をbdすると、qr>:

とqt>:を�Qして>:が��です。

Excel0のデータを>:する�の«¬を)�します。 Excel0の
データが「１００」で、「ｍＶ」を)�すると、100mVが>:されます。

マニュアルレンジにチェックをÊ

けると、ñ�されたレンジにÑ�

したレンジでrに>:が�われ

ます。 ýâが "されますから、

レンジ¦を9:してください。

9:した¦を>:する�Ðな

レンジにÑ�されます。

パルス>:のKLは、ここで

の9:はÖ�され、Excel0の��¦から、Ñ�レンジ

が4õøに��されます。

Excel0のデータの>:ÝÞ�、��の>:をOFFにして

>:をßÞします。 チ ェックをÊけないと、ßÞ�、>:

は�àの>:¦でONをµ¶します。

ここにチェックをÊけると、´>:¦の

µ¶��を´ステップ7に ¡して)�

することができます。

´ステップのµ¶��は シートにExcel

9:します。

Excel>:で、ポーズW、18の��¦をクリアします。

��が,.なKLに��します。

>:Wに��にエラーがÙÚしたKL、>:をW�す

るùúを)�します。 Gは-¢①!�

>:するデータ>A¬wをñ�します。Excel0のカーソル

を>:したい>A¬wにwいてこのボタンをクリックします。

£のテキストボックスに、カーソル¬wが4õøに9:され

áâ!�ます。

��のÀ���を)�します。

ここでの9:¦が����のêさをë�し、

9:��なµ¶��(パルスÃ)にÇÈを

îえます。

>:¦)�à、��®までのÁÂ��を9:します。

±²にすると、��はµ¶��の¤¥で�われます。

パルス>:のKL、±²はパルス¤¥で��が�われ

ます。

��するレンジをÒ�のレンジにÑ�す

るKLにチェックをÊけます。

パルス>:のKLは、マニュアルレンジ

だけが��です。

��するop に、その��¦をbdします。bdと��

をExcelへ9:する�の«¬をñ�します。④!�

��W、��¦がrにExcelシート "され

るように、Excelシートを4õøにスクロール

します。

オートゼロをONにします。

「>:��」にチェックをÊけると、GS610

の>:を��にµったまま、��だけを

8�øに�います。ýテキストボックスに

>:qrを9:します。また、チェックを

Êけたとき、áOghが "されますから、

��3�を9:してください。③!�

��スタートからの¦§��を、��¦と

��に シートに9:します。Excel

GP IB- で��したマルチメータ¨の��を

��に�います。à !�。

Í����の��は、 の��¦を©GS610

み�った#àに�われます。

���をリセットします。

9:したZてのùúをロードªびセーブします。

��W、データのリアルタイムöâを�います。

áのghで、そのöâùúを9:します。

MAX,MINの²が±²のKL、オートスケール

②を!�でöâが�われます。

ÙÚ¦を、��¦と��に シートへExcel

9:します。öâのときに¬です。

qr qtの>:µ¶��を9:します。・
パソコンのタイマで��を¯Nしますから、

あくまでも、pあまり{°ではありません。
¦として)�します。パルス>:のKLは、
パルス¸¹に わります。0. ～9999¢の�� 1
¾¿で9:できますが、±の>:ùú

1やパソコンの~�により、0. ¢Ê³の��
は´れないKLがあります。

チェックをÊけると、>:が

パルス>:になります。

ýâが "されますから、

パルスの��Ã をとベース¦

9:してください。

パルス>:にチェックをÊけ

ると、「µ¶��」がパルス

¸¹に�り�わります。
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Í����とはGP-IBでパソコンと��されている,.があります。(áâ)

Í����からqられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、I�のデータのKL(Max10·)、データ�はコンマで¸�られている,.があります。

¹)Zての���とのn�をµºするものではありません。

もし、Í����からデータをÉけ�る�、クエリーコマンドをÔ8にq�する,.がある�、ここにq�する
クエリコマンドを9:します。ほとんどのKL、±²でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド½¾のものでしたら、áOのコマンドのどれかが��されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

Í����のデータÉ��にトリガが,.な�、チェックをつけます。

Í����のGP-IBアドレスを)�します。

�り�んだデータに、áOÂ�を�ったà、Excelへ9:します。

Excelへの9:¦ = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ9:するÔoをここに9:します。

±²のKL、「Í����」が9:されます。

��®8に、���にq�するコマンドがあるKLは、ここに9:します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド

を9:します。 nrは±²です。

���のデリミタを)�します。nrは、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「z{コマンド」からトリガの,�をbdします。

nrは、「GET」のbdをします。

「z{コマンド」をbdしたKLは、トリガコマンドをテキストボックス

に9:します。

Í����のデータにÂ�MNを�うときにチェックします。

I�のデータがÉ�されたKLは、そのZてのデータに、

áOに9:したÂ�が�われます。

Í����のデータを�¦としてÆうか、ÇÈしとてÆうかの

bdを�ないます。nrは、「�¦データ」に)�します。

Í����からI�のデータがq�されるKL、データの

¸�りÇÈをñ�します。�Éøには、「コンマ」が��され

ます。

GP-IB

¨K��Q

)�するÍ����]Êをbdします。

GS610

②「グラフ�」にチェック ③「!{��」にチェック ④����の`a�の��A�

①「エラーマスク」(����のK�)ボタン

>:Wに��にエラーがÙÚしたKL、>:をW�す

るùúを)�します。

GS610の¥���¦を9:します。

��¦が、ここに9:した¦をÍれるとËÌを4õøにW�します。

á°¦、0°¦のÍ,または、どちらか�,を9:します。

±²はÎ�を�いません。

このÎ�は、その��¦を に9:した#àに�われます。Excel

Í����の��¦に�するÎ�¦を9:します。

Í����での��を�わないと、ここでの9:はÖ%になります。

⑤bc��8(マルチメータ�)のK�OQ

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI
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qrスイープ/qtスイープを�り�えます。

スイープスタートqr/qtを9:します。

スイープストップqr/qtを9:します。

LOGスイープのKLスタートとストップの{|の

}~は�じにしてください。

LINスイープの�、ステップqr/qtを9:し

LOGスイープの�、��ステップ�を9:しま

す。��65,000までのステップ�の9:が��

ですが、��とデータ��に��を.しますから

あまり�くのデータの�り�みはお�めできません。

スイープデータを100ステップ�をパソコンに�り

�むのに.する��は、�１５¢です。

��する��の��が "されます。£¤¥の�

¦はGP-IBアドレスを わします。����とGP-IB

アドレスの)�は、「��の)�」ボタンで�います。

リニア／ログのスイープを�り�えます。

スイープスタート／ストップ¦の9:の«¬を

)�します。

スイープを®します。

qr>:する�は、¯°qtを9:しqt>:

する�は、¯°qrを9:します。 ±²のKL

は、¯°¦ OFFに)�されます。は

チェックをÊけると>:はオートレンジになり

チェックをÍすと、>:¾¿をカバーする�Ð

なレンジにÑ�されます。

ÒÓなÔÕがÖい°りオートレンジでのスイープ

��はお�めできません。スイープWにレンジ×

ØがÙÚし��がÛÜされるKLがあります。

>:ÝÞ�、��の>:をOFFにして>:を

ßÞします。 チ ェックをÊけないと、ßÞ�、

>:は�àの>:¦でONをµ¶します。

チェックをÊけると、>:がパルス>:になり

ます。 á âが "されますから、パルスの�

�Ã を9:してください。とベース¦

パルス>:にチェックをÊけると、「µ¶��」

がパルス¸¹に�り�わります。

��をäうパルス>:では、�æパルスÃは、

. です。0 95ms

��のスイープÝ�をWXした��

この「スイープ」タブが��されている�に「ＳＴＡ

ＲＴ」をクリックすると、	�した!"に#ずき、Ý

Qの	�%、スイープを��します。

スイープ&�%、その��をExcel�に'(みます。

'(データは、*+のカーソル,-から;./

に/かって*+されます。

スイープßÞ�の>:¦のXYをbdします。

GS610��のスイープ��を� した��

��8のスイープ��を� した

��¡¢の�
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��� 


�!"


�!"

LM�äでNまる

���ä

LM�äでNまる

���ä

AUTO-ZERO

ONの��

AUTO-ZERO

OFFの��

AUTO-ZERO

ONの��
AUTO-ZERO

OFFの��

※1

��ÁÂ��の9:が~り、µ¶��の9:²が±²のKL、��ÁÂ��と��

��でµ¶��はë�されます。

※2

µ¶��の9:が~り、��ÁÂ��の9:²が±²のKL����;がµ¶�

�の¤¥にÏるように、��ÁÂ��を4õøに��し)�します。

※3

µ¶��、��ÁÂ��のÍ,の9:がÖいKL、���の�æ��ÁÂ��に

)�され、����からµ¶��がë�されます。

パルス%&

パルス'

※1 パ ルス%&の)*+が,+の-.、パルス'+ のパルス%&に2�されます。100us

DCL+の��のタイミングチャートQR

パルスL+の��のタイミングチャートQR

「Excelデータのリアルタイム>:」のKL、áOの「µ¶��」は、パソコン�で��を¯Nしますから、ÐÑ�な��は¹Rできませんし、

56しごとの��のばらつきもÙÚします。

「Excelデータのリアルタイム>:」のKL、áOの「パルス¸¹」は、パソコン�で��を¯Nしますから、ÐÑ�な��は¹Rできませんし、

56しごとの��のばらつきもÙÚします。

qr／qtの´ステップでの>:µ¶��

を9:します。 パルス>:のKLは、パル

ス¸¹に�り�わります。

0.002～9999¢の¾¿で9:できますが、

À���、��ÁÂ��、パルスÃにより

ÅÆのµ¶��はÇÈをÉけます。

��のÀ���を)�します。

ここでの9:¦が����のêさをë�し、

9:��なµ¶��(パルスÃ)にÇÈを

îえます。

��するレンジをÒ�のレンジにÑ�す

るKLにチェックをÊけます。

オートゼロをONにします。

>:¦)�à、��®までのÁÂ��を9:

します。

��するop ��に、をbdします。bdをすると

その��¦をExcelへ9:する�の«¬をñ�し

ます。

スイープõöをÝÞし、��データをExcelシートに

�り�んだà、4õøにöâを�います。 のghý

で、そのöâùúを9:します。MAX,MINの²が±

²のKL、オートスケールでöâが�われます。

スイープ��をÿ�で��します。

ヒステリシスの��に��します。

「スタート」から「ストップ」までスイープしたà、�àの

qr¦で���	し、データをパソコンに��みます。

この�、スイープデータ�に
じだデータ����だ

けスイープが�	します。データの��をßÞすると、

「ストップ」から「スタート」に�かってスイープをを

します。
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Excel�のデータを ( )スイープとしてL+リスト プログラム
この「 」タブが��されている�に「ＳＴＡＲＴ」リスト

をクリックすると、GS610��にh�されている

L+リストファイル「 」にVってSunriseList.csv スイー

プを;�し、その����をExcel�に'(みます。

'(データは、*+のカーソル,-から;./に/か

って*+されます。

Excelシートより、qr¦として�り�むか、qt

¦として�り�むかをbdします。

�り�むデータの«¬を)�します。

/えば、Excel0のデータが「100」で「mA」

を)�したKL、100mAとして�り�まれ

ます。

Excel0の�¦データ を GS610リスト ©んで、 ¥�

にプログラムスイープリストをöYします。

その�のファイル7は、rに「 」SunriseList.csv

となります。

「 」ボタンにより、このリストによるスイープSTART

>:がおこなわれます。

Excel0のPQのカーソル¬wからá,�にデ

ータの�り�みを®します。

セルが±²になるか、6,000·になると、�り�み

をßÞします。�り�んだDEは、áの>:]Ø

にÙÚされます。

Excelシートから�り�んだリストスイープデータ�

が "されます。

リストスイープを®します。
ここでのスイープùúは、Zて「スイープ」タブのgh
で9:したùúがÛ�されます。
・¯°qt/qr
・µ¶��
・>:レンジ
・À���
・��ÁÂなどです。
4õöâ��はありません。

リストスイープと��に��を�うときにチェック
をÊけます。qr��/qt��/ のど78
� れ

か つ� のbdとなります。

��DEをExcelへ9:するときの«¬を)�します。

��されている��の��を�Üし、 "します。

>:と��のùúを9:する��をbd

します。£¤¥の�¦はGP-IBアドレスを

 わします。GP-IBアドレスの)�は、

「��のÝY」ボタンで�います。

GS610��のリストスイープ��を� した��

ランダムXYでスイープした�

>:qrÞß

��qtÞß
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